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9.	 	 研究実績の概要	 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した	 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立	 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。	 
	 
本研究は、従来では評価・観測が困難であった不均質・不透明試料における光学キラ
リティの空間マッピングを研究目的とし、研究目標達成のために、円偏光発光顕微シス
テムの開発を行った。	 
本顕微システムは光学キラリティ評価において問題となるアーティファクトを補正し
、正しい発光スペクトルを得ることができた。その上で、不透明なキラル分子集合体や
ポリマー分散膜中における光学キラリティ評価を行った。結果、それらの光学キラリテ
ィは単分子に比べて大きく増強しており、キラル分子の濃度依存性が観測された。この
結果はエキシトンカップリングに由来した円偏光発光非対称性因子の増強が示唆してい
る。	 
また、結晶構造が既知の試料として、蛍光性キラルユーロピウム（III）錯体の単結晶
を用い、単結晶構造解析により結晶構造と結晶面を決定し、特定の結晶面からの円偏光
発光を評価した。単結晶からの円偏光発光は溶液のスペクトルとは異なり、配位子場が
異ることが示唆された。さらに、円偏光発光スペクトルは結晶面に応じて異なる符号を
与えた。このことは、円偏光発光固体デバイスへの応用の観点から、結晶面を揃えるこ
とが重要であることを示している。	 

以上のことは、本研究により初めて明らかとなり、不透明、微小領域における光学キラ
リティ研究において大きなインパクトを与えるものと考える。	 
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